
三

は
じ
め
に

　

埼
玉
県
立
文
書
館
（
以
下
、
「
当
館
」
と
略
記
す
る
）
の
設
置
は
、
「
郷
土
に

つ
い
て
の
歴
史
的
価
値
の
あ
る
文
書
及
び
記
録
」
な
ど
「
文
書
」
の
「
収
集
及
び

管
理
」
を
行
い
、
教
育
や
学
術
研
究
な
ど
に
活
用
す
る
た
め
に
、
条
例
に
よ
っ
て

定
め
ら
れ
て
い
る

（1） 

。

　

当
館
は
こ
の
条
例
に
基
づ
い
て
様
々
な
史
料
を
収
集
し
て
お
り
、
古
文
書
は
三

三
四
件
、
四
十
万
を
超
え
る
点
数
を
収
蔵
し
て
い
る

（2） 

。
収
集
し
た
文
書
群
の
大

半
は
埼
玉
県
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
埼
玉
県
以
外
の
都
道
府
県
に
関
す
る
文

書
群
も
収
蔵
し
て
い
る
。
著
名
な
文
書
群
を
挙
げ
る
と
、
長
門
国
萩
藩
毛
利
家
家

中
「
井
原
家
文
書
」、
出
羽
国
米
沢
藩
上
杉
家
家
中
「
島
津
家
文
書
」、
天
野
氏
収

集
但
馬
国
豊
岡
藩
「
旧
下
村
家
文
書
」
な
ど
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
埼
玉
県
以
外
の
都
道
府
県
に
関
す
る
文
書
群
に

着
目
し
て
み
た
い
と
思
う
。
し
か
し
、
す
べ
て
の
埼
玉
県
外
の
文
書
群
を
一
度
に

取
り
扱
う
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
た
め
、
出
羽
国
米
沢
藩
上
杉
家
家
中
「
島
津
家

文
書
」
を
本
稿
で
は
取
り
上
げ
て
考
察
し
て
み
た
い
。

　

上
杉
家
家
中
の
島
津
氏
は
薩
摩･

大
隅
国
な
ど
で
活
躍
し
た
島
津
氏
の
流
れ
を

く
み
、
信
濃
国
上
水
内
郡
長
沼
（
長
野
市
）
を
本
拠
と
し
た
一
族
で
あ
る
。
天
文

末
年
に
武
田
晴
信
の
侵
攻
を
受
け
て
越
後
へ
逃
れ
、
天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
に

本
領
に
復
帰
し
た
が
、
上
杉
氏
の
米
沢
移
封
に
伴
い
出
羽
国
米
沢
に
移
っ
て
い
る
。

　

当
館
で
収
蔵
す
る
「
島
津
家
文
書
」
は
、
米
沢
藩
士
島
津
氏
の
縁
戚
で
あ
る
石

垣
氏
か
ら
、
昭
和
五
十
三
年
（
一
九
七
八
）
と
昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
）
に

そ
れ
ぞ
れ
寄
託
を
受
け
、
「
石
垣
文
書
」
や
「
石
垣
豊
氏
所
蔵
文
書
」
と
し
て
一

般
的
に
認
識
さ
れ
て
い
た

（3） 

。
そ
の
後
、
本
来
の
文
書
名
で
あ
る「
島
津
家
文
書
」 

と
改
め
ら
れ
、
平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）
に
目
録
が
刊
行
、
平
成
二
十
四
年

（
二
〇
一
二
）
に
寄
贈
を
受
け
て
い
る

（4） 

。

　

「
島
津
家
文
書
」
は
全
四
十
三
点
で
、
中
世
文
書
（
寛
永
年
間
以
前
）
は
三
十

点
あ
る
。
中
世
文
書
の
大
半
は
上
杉
景
勝
と
の
関
連
の
中
で
発
給
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
近
世
・
近
代
文
書
は
十
三
点
で
、
島
津
氏
歴
代
の
法
名
を
記
し
た
文
書
や

由
緒
書
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
で
は
、
島
津
氏
に
関
す
る
研
究
を
ま
と
め
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
鎌
倉
期
に

お
け
る
島
津
氏
と
信
濃
国
の
関
係
性
に
つ
い
て
述
べ
た
、
米
山
一
政
氏
の
論
考
が

挙
げ
ら
れ
る

（5） 

。
米
山
氏
は
鎌
倉
期
島
津
氏
に
よ
る
信
濃
国
太
田
庄
（
長
野
市
）

の
相
伝
状
況
を
分
析
し
、
後
の
研
究
者
の
基
礎
と
な
る
成
果
を
残
し
て
い
る
。
他

に
も
、
太
田
庄
に
着
目
し
た
研
究
と
し
て
、
湯
本
軍
一
氏
や
福
島
金
治
氏
・
向
山

米
沢
藩
上
杉
家
家
中
「
島
津
家
文
書
」
に
つ
い
て

　
 　

―
当
館
収
蔵
の
埼
玉
県
外
関
係
文
書
の
紹
介
―

中　

村　

亮　

佑

米
沢
藩
上
杉
家
家
中
「
島
津
家
文
書
」
に
つ
い
て
―
当
館
収
蔵
の
埼
玉
県
外
関
係
文
書
の
紹
介
―
（
中
村
）
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勝
貞
氏
の
成
果
が
あ
る
。
湯
本
氏
は
、
古
代
の
近
衛
家
領
有
期
や
金
沢
称
名
寺
と

の
関
係
、
島
津
氏
に
よ
る
地
頭
職
を
再
検
討
し
て
い
る

（6） 

。
福
島
氏
は
、
鎌
倉
・

南
北
朝
の
金
沢
称
名
寺
に
よ
る
太
田
庄
支
配
が
、
高
梨
氏
や
島
津
氏
の
勢
力
伸
長

に
伴
い
維
持
が
困
難
と
な
る
過
程
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
向
山
氏
は
太
田
庄
地

頭
職
の
変
遷
を
確
認
し
て
い
る

（7） 

。
こ
れ
ら
の
研
究
に
よ
り
、
中
世
前
期
の
太
田

庄
を
総
体
的
に
捉
え
る
中
で
、
島
津
氏
の
動
向
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

　

中
世
後
期
の
島
津
氏
に
つ
い
て
は
、
専
論
で
は
発
表
さ
れ
て
い
な
い
が
、
自
治

体
史
の
中
に
多
く
の
成
果
が
残
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、『
長
沼
村
史
』（
清
水
平

一
郎
氏
執
筆
担
当
）
や
『
上
水
内
郡
誌
歴
史
篇
』
（
米
山
一
政
氏
執
筆
担
当
）
が

長
沼
島
津
氏
に
つ
い
て
ま
と
め
て
い
る
。
他
に
は
、
北
信
濃
諸
領
主
の
動
向
の
中

で
島
津
氏
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
『
中
野
市
誌
』
（
湯
本
軍
一
氏
執
筆
担
当
）

や
、
『
長
野
県
史
』、
『
豊
野
町
誌
』、
『
長
野
市
誌
』
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る

（8） 

。

　

島
津
氏
の
系
譜
関
係
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
も
の
と
し
て
は
、
野
田
雄
二
氏
の

研
究
や
、
『
戦
国
人
名
事
典
』（
片
桐
昭
彦
氏
執
筆
担
当
）、
『
武
田
氏
家
臣
団
人

名
事
典
』
（
鈴
木
将
典
氏
執
筆
担
当
）
が
挙
げ
ら
れ
る

（9） 

。

　

以
上
の
よ
う
な
豊
富
な
研
究
蓄
積
を
も
と
に
、
当
館
収
蔵
の
「
島
津
家
文
書
」

を
中
心
に
、
島
津
氏
に
つ
い
て
改
め
て
確
認
し
て
み
た
い
と
思
う
。

　

な
お
、
本
稿
で
は
主
に
中
世
文
書
を
中
心
に
検
討
す
る
が
、
紙
幅
の
関
係
か
ら

す
べ
て
の
中
世
文
書
を
扱
う
こ
と
が
で
き
な
い
。そ
の
た
め
、
慶
長
六
年（
一
六
〇

一
）
年
ま
で
を
本
稿
で
の
主
な
検
討
対
象
と
し
た
い
。
ま
た
、「
島
津
家
文
書
」
に

お
け
る
中
世
文
書
は
【
表
１
】
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

和暦 西暦 月 日 発給者 受給者 島津氏歴代 刊本 目録番号 備考
1 （永正10） 1513 7 24 島津貞忠 長尾為景 島津貞忠 県史151 №３１ 写
2 天正６ 1578 霜 10 景勝 嶋津喜七郎 島津義忠 県史3819 №５
3 天正10 1582 7 13 （景勝朱印） 嶋津淡路守 島津忠直 県史3830 №２５
4 天正10 1582 7 19 （景勝朱印） 嶋津淡路守 島津忠直 県史3822 №８
5 天正10 1582 7 （景勝朱印） 嶋津淡路守 島津忠直 県史3831 №２７
6 天正10 1582 8 7 （景勝朱印） 嶋津淡路守 島津忠直 県史3820 №６
7 （天正11） 1583 3 21 　直山兼続・狩讃秀如（治） 嶋淡 島津忠直 市史2710 №２０ 写
8 （天正11） 1583 卯 4 か新彦伯（狩野秀治） 嶋左 島津義忠 県史3826 №１０
9 （天正11） 1583 卯 13 直山兼続・か新彦伯 嶋左 島津義忠 県史3825 №１１
10 （天正11） 1583 卯 20 か新彦伯（狩野秀治） 嶋左 島津義忠 県史3824 №１２
11 （天正11） 1583 卯 20 直山兼続・狩讃彦伯 嶋淡 島津忠直 県史3815 №１
12 （天正11） 1583 4 20 忠直 左京亮 島津忠直・義忠 県史3827 №１３
13 （天正11） 1583 卯 21 直山兼続・狩讃彦伯 嶋左 島津義忠 県史3816 №２
14 （天正11） 1583 卯 22 景勝 嶋津左京亮 島津義忠 県史3817 №３
15 （天正11） 1583 卯 22 直山兼続 嶋左 島津義忠 県史3821 №７
16 （天正11） 1583 卯 26 景勝 嶋津左京亮 島津義忠 県史3818 №４
17 天正11 1583 9 （景勝朱印） 嶋津淡路守 島津忠直 県史3823 №９
18 慶長6 1601 10 16 平林蔵人佑 嶋津下々斎 島津忠直 №２６
19 5 26 下々斎昔忠（忠直） （岩井）勢三 島津忠直 県史3828 №１４
20 8 8 景勝 嶋津下々斎 外3名 島津忠直 №２９ 写
21 8 16 景勝 深澤刑部少輔 №２１ 写
22 8 21 景勝 嶋津玄蕃 外12名 島津利忠 №２２
23 （直江兼続） 県史3829 №１５
24 （慶長20） 1615 2 11 千手堂尊信 嶋　玄蕃 島津利忠 №１６
25 （慶長20） 1615 6 26 （水野猪右衛門）重勝 嶋津玄蕃 島津利忠 №１９
26 （慶長20） 1615 7 24 （水野猪右衛門）重勝 嶋津玄蕃頭 島津利忠 №１７
27 （慶長20） 1615 7 24 （水野猪右衛門）重勝 嶋津玄蕃頭 島津利忠 №１８
28 （慶長20） 1615 8 24 景勝内嶋津玄蕃頭利忠 田邊八左衛門 島津利忠 №２３ 写
29 （慶長20） 1615 8 25 田邊八左衛門長常 嶋津玄蕃 島津利忠 №２４
30 6 13 嶋津玄蕃頭 竹俣三河守 他1名 島津利忠 №２８
※県史・・・『新潟県史』、市史・・・『上越市史』

【表１】「島津家文書」の中世文書一覧



五

一
、
「
島
津
家
文
書
」
か
ら
み
る
島
津
氏
の
動
向

（
１
）
天
正
期
以
前
の
島
津
氏

　

そ
れ
で
は
島
津
氏
の
由
緒
書
を
基
に
、
そ
の
動
向
を
確
認
し
て
み
よ
う
。

【
史
料
１
】
〔
嶋
津
家
由
緒
書
〕
（
島
津
家
文
書
№
四
〇
）

　
　

嶋
津
豊
後
守
忠
久
二
十
代
後
胤

　
　
　
　
　

若
名
孫
六
郎
又
周
防
守

　
　
　
　

嶋
津
兵
庫
頭
長
忠

　
　
　
　
　

若
名
喜
七
郎
後
下
々
斎

　
　
　
　

同　

淡
路
守
忠
直

　
　
　
　
　
　
　
　
　

昔
忠
ト
改

　
　
　
　

同　

左
京
亮
義
忠

　
　
　
　
　

若
名
清
蔵

　
　
　
　

同　

玄
蕃
頭
利
忠

　
　

右
者
数
代
、
信
州
水
内
郡
之
内
太
田
庄
長
沼
之
城
主
、
天
文
年
中
、
越
州
大

　
　

主
上
杉
謙
信
江
頼
戦
功
、
属
麾
下
候
節
、

　
　
　
　

関　

下
野
守

　
　
　
　

関　

越
前
守

　
　
　
　

駒
沢
山
城
守

　
　
　
　

原　

大
和
守

　
　
　
　

市
川
梅
林
斎

　
　
　
　

嶋
津
常
陸
守

　
　

右
六
人
之
者
は
與
力
ニ
罷
成
、
其
外
信
州
葛
山
二
十
一
騎
ノ
者
預
り
、
長
沼

　
　

ノ
致
城
主
候
、

　

（
中
略
）

　
　
　
　

当
代

　
　

当
時
中
老
職　

嶋
津
左
京
知
忠

　
　
　
　
　

嫡
子　

同
喜
七
郎

　
　

紋
所
之
儀
者
、
輪
ノ
内
ニ
十
文
字
、
代
々
相
用
来
候
、

　

一
、
先
年
祖
父
代
、
薩
州
之
太
守
従
嶋
津
家
御
問
合
之
節
茂
、
先
祖
由
緒
委
細

　
　
　

申
遣
置
候
、

　
　

戌
十
一
月

　
　

「（
付
箋
）天明

八
年 

戌
」

　
【
史
料
１
】は
、
史
料
末
尾
の
付
箋
に「
天
明
八
年
戌
」と
あ
る
こ
と
か
ら
、
天

明
八
年
（
一
七
八
八
）
の
成
立
と
わ
か
る
。

　

そ
れ
で
は
、
内
容
を
確
認
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
冒
頭
部
分
に
は
「
嶋
津
豊
後

守
忠
久
二
十
代
後
胤
」
と
記
載
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
島
津
氏
は
島
津
忠
久

の
末
裔
と
自
認
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
島
津
忠
久
は
島
津
氏
の
初
代
と
言
わ

れ
、
文
治
二
年
（
一
一
八
六
）
一
月
十
八
日
に
信
濃
国
塩
田
庄
の
地
頭
職
、
承
久

三
年（
一
二
二
一
）五
月
八
日
に
信
濃
国
太
田
庄
の
地
頭
職
に
補
任
さ
れ
て
い
る
（10） 

。

鎌
倉
期
に
お
け
る
島
津
氏
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
先
学
の
重
厚
な
論
考
を
参
照
い

た
だ
き
た
い
。

　

南
北
朝
期
に
は
、
太
田
庄
内
大
倉
郷
に
関
す
る
、
島
津
宗
久
と
金
沢
称
名
寺
の

相
論
が
発
生
す
る
。
宗
久
の
死
後
は
、
「
島
津
大
夫
判
官
宗
久
跡
代
官
」 と
「
高

梨
能
登
守
」
に
よ
っ
て
大
倉
郷
の
押
領
が
続
け
ら
れ
、
金
沢
称
名
寺
に
返
付
さ
れ

る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
（11） 

。

　

嘉
慶
元
年
（
一
三
八
七
）
に
は
、
「
長
沼
太
良
」
が
確
認
さ
れ
る
（12） 

。
こ
の
人

米
沢
藩
上
杉
家
家
中
「
島
津
家
文
書
」
に
つ
い
て
―
当
館
収
蔵
の
埼
玉
県
外
関
係
文
書
の
紹
介
―
（
中
村
）
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六

物
は
そ
の
後
の
島
津
歴
代
に
「
太
郎
」
を
名
乗
る
人
物
が
確
認
さ
れ
る
た
め
島
津

氏
の
一
族
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
時
点
で
島
津
氏
が
信
濃
国
太
田
庄
長
沼
郷
を
拠
点

と
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
時
期
的
に
先
ほ
ど
の
「
島
津
大
夫
判
官
宗

久
跡
代
官
」
と
「
長
沼
太
良
」
は
同
一
人
物
、
も
し
く
は
同
じ
一
族
で
あ
ろ
う
。

　

応
永
六
年
（
一
三
九
九
）
に
は
、
「
島
津
太
郎
国
忠
」
ら
信
濃
国
人
が
信
濃
守

護
小
笠
原
長
秀
と
争
い
、
敗
北
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
（13） 

。
こ
の
抗
争
を
受
け
て
、

太
田
庄
の
領
家
で
あ
っ
た
海
蔵
院
は
、
幕
府
に
押
領
人
の
排
除
を
申
請
し
、
応
永

七
年
（
一
四
〇
〇
）
七
月
に
守
護
小
笠
原
長
秀
は
「
島
津
殿
（
国
忠
ヵ
）
」
に
領

家
職
の
打
渡
し
を
命
じ
て
い
る
（14） 
。
し
か
し
、
同
年
九
月
に
は
信
濃
国
人
に
よ
っ

て
形
成
さ
れ
た
「
大
文
字
一
揆
」
と
守
護
小
笠
原
長
秀
が
争
い
（「
大
塔
合
戦
」
）、

守
護
方
が
敗
退
し
た
（15） 

。

　

こ
こ
ま
で
の
島
津
氏
は
、
太
田
庄
に
勢
力
を
浸
透
さ
せ
、
守
護
小
笠
原
氏
に
抵

抗
す
る
な
ど
、
自
立
的
支
配
を
確
立
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
し
か
し
、

永
享
十
二
年
（
一
四
四
〇
）
の
結
城
合
戦
の
際
に
は
、
守
護
小
笠
原
氏
の
下
に
参

陣
し
た
国
人
の
中
に
島
津
氏
の
名
前
が
確
認
さ
れ
る
（16） 

。
つ
ま
り
、
島
津
氏
は
守

護
小
笠
原
氏
に
よ
る
信
濃
へ
の
影
響
力
拡
大
に
は
抵
抗
し
な
が
ら
も
、
そ
の
軍
事

動
員
に
は
従
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

十
五
世
紀
後
半
に
は
、
赤
沼
郷
を
拠
点
と
し
た
赤
沼
島
津
氏
が
確
認
で
き
る
。

こ
の
一
族
に
は
、「
島
津
常
陸
介
忠
国
」・「
常
陸
介
朝
国
」
が
確
認
さ
れ
る
（17） 

。
そ

の
た
め
、
赤
沼
島
津
氏
は
「
常
陸
介
」
を
代
々
名
乗
り
、
「
国
」
を
通
字
と
し
て

い
た
の
で
あ
る
。
一
方
で
、長
沼
郷
を
拠
点
と
し
た
長
沼
島
津
氏
に
は
、「
島
津
道

忠
」・「
薩
摩
入
道
常
忠
」・「
兵
庫
助
信
忠
」・「
薩
摩
守
清
忠
」
が
確
認
さ
れ
る
（18） 

。

そ
の
た
め
、
長
沼
島
津
氏
は
「
忠
」
を
通
字
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

十
六
世
紀
に
入
る
と
、
隣
国
の
越
後
守
護
代
長
尾
為
景
が
、
守
護
上
杉
房
能
を

自
害
に
追
い
込
み
、
新
守
護
上
杉
定
実
を
擁
立
す
る
と
い
う
出
来
事
が
起
こ
る
。

さ
ら
に
関
東
管
領
上
杉
顕
定
が
越
後
に
乱
入
し
、
一
時
的
に
越
後
支
配
を
開
始
す

る
と
、
島
津
氏
な
ど
北
信
濃
の
領
主
も
そ
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
（19） 

。

　

こ
の
よ
う
に
、
隣
国
で
あ
る
越
後
国
の
情
勢
は
、
島
津
氏
に
も
大
き
な
影
響
を

与
え
て
い
た
。
そ
れ
で
は
、
越
後
国
と
の
関
わ
り
を
示
す
史
料
を
見
て
み
よ
う
。

【
史
料
２
】
島
津
貞
忠
書
状
写
（
島
津
家
文
書
№
三
一
）

　

就
爰
元
之
時
宜
、
急
候
間
、
今
朝
関
川
方
迄
進
物
飛
脚
候
キ
、
然
処
ニ
、
御
同

　

前
ニ
御
尋
畏
入
候
、
村
上
・
香
坂
領
中
候
於
号
小
嶋
田
地
、
中
野
牢
人
相
集
之

　

由
、
其
聞
得
候
間
、
時
宜
無
心
元
存
候
処
ニ
、
中
野
家
中
ニ　

子
細
な
と
ゝ
風

　

聞
候
間
、
不
誠
存
候
、
雖
然
、
渡
堅
申
付
候
処
、
去
廿
二
日
寅剋
彼
牢
人
衆
被
官

　

中
野
ニ
相
残
候
者
共
、
露
色
候
処
、
○依
無
南
口
通
路
失
利
、
散
々
ニ
罷
也
候
間
、

　

中
野
へ
旁
追
懸
、
或
者
生
取
、
又
者
か
ら
め
ら
れ
候
由
申
候
、
今
分
ニ
候
ハ
ヽ
、

　

指
事
有
間
敷
候
か
と
存
候
、
可
有
御
心
安
候
、
河
西
通
路
之
事
者
、
愚
老
候
ハ

　

ん
間
ハ
、
涯
分
可
申
付
候
間
、
別
条
有
間
敷
候
、
河
東
之
事
、
弥
須
田
・
綿
内　

　

へ
可
被
仰
付
候
、
別
而
栗
田
方
懸
よ
り
戦
被　

候
な
と
ゝ
ハ
、
今
日
只
今
迄
ハ

　

此
方
へ
無
其
聞
得
候
、
但
彼
地
之
事
ハ
、
仏
在
所
候
間
、
中
野
牢
人
衆
も
、
有

　

遊
行
事
可
被
急
候
歟
、
委
者
不
存
候
、
何
様
御
意
透
、
彼
方
へ
可
申
越
候
、
先

　

書
爰
許
之
様
体
具
申
候
間
、
早
々
及
御
報
候
、
非
無
沙
汰
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　

当
国
其
御
国
迄
、
色
々
不
思
議
成　

之
由
申
候
、
御
進
退
何
篇
ニ
も
御
用

　
　
　

心
簡
要
候
、
雖
然
、
無
面
目
申
事
候
へ
共
、
当
国
衆
我
々
を
始
と
し
て
、

　
　
　

何
も
若
輩
候
間
、
甲
斐

く
敷
致
計
儀
得
間
敷
候
間
、
可
被
御
心
安
候
、

　
　
　

返
々
、
今
度
者
、
菅
名
大
炊
助
致
武
略
、
夜
交
・
小
嶋
之
被
官
山
々
ゟ
さ

　
　
　

か
し
出
、
数
多
捕
取
、
両
人
は
り
付
ニ
か
け
候
、
是
無
比
類
候
、



七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嶋
津

　
　
　
　
　

七
月
廿
四
日　
　
　
　
　
　

貞
忠

　
　
　
　
　

長
尾
殿

　
　
　
　
　
　
　
　

御
報

　

【
史
料
２
】
は
写
し
で
あ
り
、
正
文
は
「
上
杉
家
文
書
」
に
所
収
さ
れ
て
い
る
。

当
館
作
成
の
目
録
で
は
年
次
比
定
を
し
て
い
な
い
が
、
『
新
潟
県
史
』
や
『
長
野

市
誌
』
で
は
「
上
杉
家
文
書
」
の
正
文
を
永
正
十
年
（
一
五
一
三
）
に
比
定
し
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
、【
史
料
２
】も
同
様
に
永
正
十
年
と
比
定
で
き
る
だ
ろ
う
（20） 

。

　

そ
れ
で
は
、
内
容
を
簡
単
に
確
認
し
て
み
よ
う
。
永
正
十
年
七
月
以
前
に
高
梨

氏
に
よ
っ
て
討
た
れ
た
中
野
氏
の
牢
人
が
、
村
上
・
香
坂
両
氏
の
領
内
小
島
田（
長

野
市
）
に
集
い
、
高
梨
氏
配
下
の
夜
交
・
小
島
氏
と
共
に
騒
動
を
起
こ
し
た
と
こ

ろ
、
高
梨
氏
重
臣
の
草
間
大
炊
助
に
よ
っ
て
鎮
圧
さ
れ
た
。
こ
の
北
信
濃
の
情
勢

を
貞
忠
が
為
景
に
注
進
し
て
い
る
。

　

こ
れ
以
前
の
北
信
濃
は
、
同
年
四
月
に
高
梨
政
盛
が
死
去
し
、
高
梨
澄
頼
と
島

津
貞
忠
が
対
立
す
る
と
い
う
情
勢
で
あ
っ
た
（21） 

。
さ
ら
に
同
年
六
月
に
は
、
定
実

方
の
上
条
定
憲
が
「
信
州
御
方
中
」
に
出
陣
を
命
じ
て
い
る
（22） 

。

　

こ
れ
ら
を
受
け
て
、
湯
本
軍
一
氏
は
【
史
料
２
】
の
騒
動
を
、
越
後
に
お
け
る

上
杉
定
実
と
為
景
の
抗
争
を
背
景
と
し
た
、
為
景
方
の
高
梨
氏
と
反
為
景
方
の
島

津
氏
に
よ
る
対
立
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
ま
た
、
長
谷
川
伸
氏
は
、
こ
の
出
来
事

を
も
っ
て
為
景
が
貞
忠
に
恭
順
を
誓
わ
せ
た
と
す
る
。つ
ま
り
、
湯
本
氏
・
長
谷
川

氏
は
、
為
景
と
貞
忠
が
対
立
関
係
に
あ
る
と
の
前
提
に
、
【
史
料
２
】
を
捉
え
て

い
る
の
で
あ
る
。
一
方
で
前
嶋
敏
氏
は
、
永
正
十
年
に
両
者
が
対
立
関
係
に
あ
っ

た
と
は
考
え
難
い
と
し
て
い
る
（23） 

。

　

【
史
料
２
】
を
見
る
と
「
就
爰
元
之
時
宜
、
急
候
間
」
と
為
景
が
北
信
濃
の
情

報
収
集
を
急
い
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
を
貞
忠
に
依
頼
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
彼
は
北
信
濃
衆
の
中
で
も
一
つ
抜
き
ん
で
た
勢
力
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
さ

ら
に
は
「
当
国
衆
我
々
を
始
と
し
て
、
何
も
若
輩
候
間
、
甲
斐

く
敷
致
計
儀
得

間
敷
候
」
と
為
景
に
対
し
て
「
当
国
衆
」
が
団
結
し
て
対
抗
す
る
意
思
が
な
い
こ

と
を
述
べ
て
お
り
、
対
立
関
係
と
は
思
え
な
い
と
す
る
前
嶋
氏
の
見
解
が
妥
当
と

思
わ
れ
る
。
ま
た
、
「
当
国
其
御
国
迄
、
色
々
不
思
議
成
」
と
あ
る
か
ら
、
「
当

国
（
信
濃
）
」
で
の
抗
争
と
「
其
御
国
（
越
後
）
」
で
の
抗
争
は
別
の
問
題
で
あ

る
と
、
貞
忠
自
身
は
認
識
し
て
い
た
と
解
釈
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
両
国
の
問

題
を
単
純
に
一
連
し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
は
、
他
の
史
料
な
ど
精
査
し
た
う
え

で
再
考
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

そ
の
後
、
永
正
十
六
年
（
一
五
一
九
）
に
は
、
貞
忠
が
弟
の
元
忠
を
使
者
と
し

て
為
景
と
和
議
を
結
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
（24） 

、
【
史
料
２
】
以
降
の
ど
こ
か
の
時

期
で
、
両
者
は
一
時
的
に
対
立
関
係
と
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

さ
て
、【
史
料
２
】
は
写
し
で
あ
り
、
正
文
が「
上
杉
家
文
書
」
に
あ
る
こ
と
は

先
述
の
通
り
で
あ
る
。そ
こ
で
両
方
の
文
言
の
差
異
を
確
認
し
て
み
た
い
。【
史
料

２
】
で
は
所
々
に
助
詞
の
「
ニ
」
が
補
わ
れ
て
お
り
、
「
ま
て
」
が
「
迄
」
に
直

さ
れ
る
等
の
差
異
が
確
認
で
き
る
。
し
か
し
、
正
文
の
明
ら
か
な
誤
り
が
訂
正
さ

れ
て
い
る
箇
所
も
あ
る
。
例
え
ば
、
「
飛
官
」
が
「
被
官
」
に
、
「
は
つ
付
」
が

「
は
り
付
」
に
直
さ
れ
て
い
る
部
分
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
後
年
に

至
っ
て
、
「
上
杉
家
文
書
」
所
収
の
正
文
を
基
に
【
史
料
２
】
が
筆
写
さ
れ
た
と

推
測
で
き
る
。
ま
た
、
正
文
で
は
追
而
書
が
宛
先
の
「
長
尾
殿
」
の
周
囲
に
記
載

さ
れ
て
い
る
が
、
【
史
料
２
】
も
似
せ
る
よ
う
に
記
載
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
正

文
と
極
力
同
じ
よ
う
に
作
成
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
（25） 

。

米
沢
藩
上
杉
家
家
中
「
島
津
家
文
書
」
に
つ
い
て
―
当
館
収
蔵
の
埼
玉
県
外
関
係
文
書
の
紹
介
―
（
中
村
）
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そ
れ
で
は
、【
史
料
２
】
は
い
つ
筆
写
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。【
史
料
２
】
の

形
態
は
切
紙
を
何
枚
も
継
い
だ
状
形
式
文
書
（
「
切
続
」
）
で
あ
る
。
同
じ
形
式

で
作
成
さ
れ
た
史
料
を
「
島
津
家
文
書
」
中
か
ら
検
出
す
る
と
、
「
直
江
兼
続
・

狩
野
彦
伯
連
署
状
写
」
（
№
二
〇
）、
「
上
杉
景
勝
書
状
写
」
（
№
二
一
）、
〔
葬

祭
関
連
口
達
書
〕
（
№
三
〇
）、
「
宇
野
清
兵
衛
書
状
」
（
№
三
二
）
の
四
点
確
認

さ
れ
る
。
№
二
〇
・
二
一
は
中
世
文
書
の
写
し
、
№
三
〇
・
三
二
は
近
世
文
書
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
形
態
が
「
切
続
」
の
「
島
津
家
文
書
」
所
収
史
料
は
、

い
ず
れ
も
近
世
に
作
成
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
同
じ
「
切
続
」

形
態
で
あ
る
【
史
料
２
】
も
、
近
世
に
作
成
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

そ
の
後
の
島
津
氏
は
、
【
史
料
１
】
に
よ
る
と
、
島
津
長
忠
・
忠
直
・
義
忠
・

利
忠
の
数
代
に
渡
っ
て
、
信
濃
国
太
田
庄
の
長
沼
城
主
を
務
め
て
い
た
と
す
る
。

そ
し
て
、
「
天
文
年
中
」
に
上
杉
謙
信
へ
派
兵
を
依
頼
し
、
そ
の
「
麾
下
」
に
属

し
た
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
天
文
年
間
の
武
田
氏
に
よ
る
信
濃
進
出
に

関
連
す
る
事
柄
で
あ
ろ
う
が
、
当
館
収
蔵
の
「
島
津
家
文
書
」
に
は
関
連
す
る
史

料
が
伝
来
し
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
、
米
沢
藩
が
編
纂
し
た
書
物
か
、
『
北
越
軍

談
』
な
ど
の
軍
記
物
を
参
考
に
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

【
史
料
１
】
で
は
、「
右
六
人
」
の
与
力
と
「
葛
山
二
十
一
騎
」
を
預
か
り
、
長

沼
城
主
と
な
っ
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
天
正
十
年

の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
天
正
年
間
の
島
津
氏
の
動
向
を
見
て
い
こ
う
。

（
２
）
天
正
年
間
の
島
津
氏

　

天
正
年
間
に
関
す
る
史
料
は
「
島
津
家
文
書
」
に
十
六
点
あ
り
、
発
給
主
体
で

あ
る
上
杉
家
と
の
関
連
が
深
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

天
正
六
年（
一
五
七
八
）、
越
後
国
で
は
上
杉
景
勝
と
上
杉
景
虎
が
上
杉
謙
信
の

跡
目
を
め
ぐ
り
抗
争
を
開
始
す
る
（
「
御
館
の
乱
」
）。
こ
の
乱
に
関
し
て
、
島
津

氏
で
は
喜
七
郎
義
忠
が
景
勝
方
と
し
て
活
動
し
、
「
村
岡
之
地
」
（
新
潟
県
上
越

市
）
を
軍
功
と
し
て
与
え
ら
れ
て
い
る
（
№
五
）。

　

天
正
十
年（
一
五
八
二
）、
本
能
寺
の
変
で
織
田
信
長
が
急
死
し
た
後
、
織
田
軍

が
撤
退
し
た
信
濃
を
め
ぐ
っ
て
上
杉
氏
・
北
条
氏
・
徳
川
氏
に
よ
る
三
つ
巴
の
争

奪
戦
が
始
ま
る
（
「
天
正
壬
午
の
乱
」
）。
上
杉
景
勝
は
同
年
六
月
二
十
四
日
に
は

長
沼
城
に
入
城
し
た
と
思
わ
れ
（26） 

、
そ
の
後
北
信
四
郡
の
支
配
を
開
始
す
る
。

　

同
年
七
月
十
三
日
、
景
勝
は
島
津
忠
直
に
対
し
、
北
信
四
郡
の
直
轄
領
代
官
職

と
長
沼
・
津
野
の
二
ヶ
所
（27） 

、
知
行
地
二
十
九
ヶ
所
・
約
六
六
〇
〇
貫
文
を
与
え

た
（
№
二
五
）。
加
え
て
忠
直
は
「
河
北
郡
司
」
の
職
掌
を
与
え
ら
れ
て
い
る
（28） 

。

同
月
十
九
日
に
は
、
景
勝
か
ら
兵
糧
を
長
沼
城
に
運
ぶ
た
め
人
脚
を
徴
収
す
る
権

利
を
与
え
ら
れ
（
№
八
）、
長
沼
城
の
掟
が
定
め
ら
れ
た
（
№
二
七
）。

　

そ
れ
で
は
「
河
北
郡
司
」
と
は
ど
の
よ
う
な
職
掌
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
次

の
史
料
を
確
認
し
て
み
よ
う
。

【
史
料
３
】
上
杉
景
勝
朱
印
状
（
№
二
七
）

　
　

掟

一
、
城
中
江
不
案
内
者
出
入
、
堅
可
令
停
止
之
事
、

一
、
屏
道
具
鑿
木
、
如
信
玄
・
勝
頼
時
之
可
為
切
事
、

一
、
要
害
普
請
之
時
、
或
郡
司
不
入
、
或
号
何
悴
被
官
、
於
令
難
渋
者
、
其
地
頭

　

へ
相
届
、
急
度
可
申
付
候
、
其
上
も
地
頭
何
歟
ヲ
於
申
者
、
以
交
名
註
進
速
可

　

令
糺
明
事
、

　
　

付
、
伝
馬
宿
送
朱
印
見
届
可
相
調
候
、
是
も
自
然
仮
膝
下
之
者
共
之
権
、
我

　
　

儘
之
族
於
有
之
者
、
荷
物
其
人
相
留
可
及
註
進
事
、



九

　
　
　

以
上

　

天
正
十
年

　

（
朱
印
）
七
月　

日

　
　
　
　
　
　
　

嶋
津
淡
路
守
殿

　

【
史
料
３
】
に
関
し
て
は
、
小
山
丈
夫
氏
・
池
上
裕
子
氏
・
平
山
優
氏
が
重
要

な
指
摘
を
行
っ
て
い
る
。
小
山
氏
は
河
北
郡
司
の
管
轄
領
域
や
、
郡
司
の
主
な
職

務
が
普
請
役
や
伝
馬
・
宿
送
り
な
ど
の
公
事
・
夫
役
の
徴
収
で
あ
っ
た
と
す
る
（29） 

。

池
上
氏
は
河
北
郡
司
の
管
轄
領
域
が
海
津
城
主
・
郡
司
の
管
轄
域
か
ら
除
か
れ
て

い
る
こ
と
、
武
田
氏
支
配
時
代
の
郡
司
制
度
や
基
本
方
式
を
上
杉
氏
も
継
承
し
て

い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
同
日
に
海
津
城
将
の
春
日
信
達
が
暗
殺
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
景
勝
に
よ
る
北
信
支
配
の
新
体
制
が
始
ま
っ
た
と
す
る
（30） 

。
平
山

氏
は
、
「
河
北
郡
司
」
と
は
「
郡
代
」
を
指
し
（31） 

、
①
該
当
地
域
の
武
士
に
対
す

る
軍
事
指
揮
権
、
②
棟
別
・
普
請
役
等
の
公
事
賦
課
・
徴
収
権
、
③
上
杉
氏
御
料

所
の
管
理
を
実
施
す
る
代
官
、
④
在
城
衆
の
訴
訟
等
を
上
杉
氏
に
上
申
す
る
取
次

役
、
⑤
同
心
衆
の
跡
職
、
闕
所
地
の
処
分
、
⑥
城
領
、
城
林
の
管
理
、
な
ど
幅
広

い
権
限
を
持
っ
て
い
た
と
す
る
（32） 

。

　

【
史
料
３
】
の
内
容
を
四
つ
に
大
別
す
る
と
、
①
城
中
へ
の
不
審
者
の
出
入
り

を
禁
止
す
る
こ
と
、
②
武
田
氏
支
配
期
と
同
様
に
竹
木
を
伐
採
す
る
こ
と
、
③
城

普
請
を
行
う
際
、
郡
司
不
入
や
誰
か
の
家
臣
と
言
っ
て
逃
れ
よ
う
と
す
る
も
の
が

い
た
ら
、
地
頭
に
届
け
出
て
普
請
役
を
命
令
し
、
地
頭
が
指
示
に
従
わ
な
い
と
き

は
名
前
を
注
進
す
る
こ
と
、
④
伝
馬
・
宿
送
は
景
勝
の
朱
印
状
を
持
つ
か
ど
う
か

確
認
し
、
景
勝
の
家
臣
が
自
分
の
権
限
で
行
お
う
と
し
た
と
き
は
、
荷
物
と
人
を

差
し
押
さ
え
て
注
進
す
る
こ
と
、
と
な
ろ
う
。

　

こ
こ
で
は
、
③
に
注
目
し
て
み
よ
う
。
「
要
害
普
請
之
時
、
或
郡
司
不
入
、
或

号
何
悴
被
官
、
於
令
難
渋
者
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
長
沼
城
普
請
の
際
に
、
郡
司

不
入
を
理
由
に
拒
否
す
る
者
や
、
誰
々
の
被
官
と
申
し
て
命
令
に
従
わ
な
い
者
、

と
い
う
解
釈
に
な
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
者
が
い
た
ら
、
「
其
地
頭
」
に
「
相
届
」、

必
ず
「
可
申
付
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
城
の
普
請
を
命
じ
ら
れ
る
人
々
は
、
「
地

頭
」
の
管
轄
下
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
続
け
て
、
「
地
頭
」
が
「
何
歟
」
を

申
す
と
き
は
、
「
交
名
」
を
も
っ
て
「
註
進
」
し
、
「
速
可
令
糺
明
事
」
と
あ
る
。

「
交
名
」
を
作
成
す
る
の
は
忠
直
で
、
景
勝
に
対
し
て
「
註
進
」
す
る
の
だ
か
ら
、

「
河
北
郡
司
」
の
忠
直
は
管
轄
内
の
地
頭
を
基
本
単
位
と
し
て
統
制
し
、
景
勝
に

直
属
し
て
行
政
権
を
執
行
す
る
権
限
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

同
年
八
月
、
景
勝
は
忠
直
に
対
し
て
、
更
級
郡
上
日
賀
野
内
（
長
野
市
）
の
地

を
長
沼
領
と
し
、
給
人
を
抱
え
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
（
№
六
）。
七
日
に
は
直

江
兼
続
か
ら
葛
山
衆
を
忠
直
配
下
の
同
心
と
す
る
よ
う
命
令
が
下
り
、
翌
日
に
は

景
勝
に
よ
り
定
書
が
発
給
さ
れ
た
（33） 

。
し
か
し
、
葛
山
衆
は
こ
れ
を
不
服
と
し
て

相
論
が
発
生
す
る
。
こ
の
相
論
は
、
翌
年
二
月
に
兼
続
に
よ
っ
て
、
葛
山
衆
を
春

日
山
在
府
の
ま
ま
忠
直
抱
え
と
す
る
こ
と
で
解
決
し
た
（34） 

。
こ
の
こ
と
が
、
【
史

料
１
】
の
「
信
州
葛
山
二
十
一
騎
ノ
者
預
り
」
と
い
う
文
言
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　

翌
年
の
天
正
十
一
年（
一
五
八
三
）三
月
、
真
田
氏
は
上
杉
氏
の
支
配
下
に
あ
っ

た
更
級
郡
虚
空
蔵
山
（
上
田
市
）
へ
進
出
し
て
衝
突
、
上
杉
方
は
敗
北
し
た
。
こ

れ
に
関
す
る
史
料
を
確
認
し
て
み
よ
う
。

【
史
料
４
】
直
江
兼
続
・
狩
野
彦
伯
連
署
状
写
（
№
二
〇
）

如
御
注
進
者
、
真
田
向
虚
空
蔵
相
働
之
処
、
味
方
中
備
し
と
け
な
く
敗
軍
、
不
及

是
非
次
第
候
、
然
者
、
駒
澤
主
税
助
討
死
、
其
時
之
有
様
承
、　

御
当
代
之
御
は

米
沢
藩
上
杉
家
家
中
「
島
津
家
文
書
」
に
つ
い
て
―
当
館
収
蔵
の
埼
玉
県
外
関
係
文
書
の
紹
介
―
（
中
村
）



文
書
館
紀
要
第
三
十
号
（
二
〇
一
七
・
三
）

一
〇

う
し
忝
存
詰
、
一
度
一
命
ヲ
御
用
ニ
可
立
之
由
、
連
々
被
申
之
旨
人
々
申
候
キ
、

其
首
尾
相
た
か
ハ
す
、
一
身
之
以
討
死
ヲ
数
百
人
を
相
た
す
け
候
事
、
誠
有
間
敷

儀
感
涙
流
候
、　

御
耳
立
候
へ
ハ
、
別
而
不
使
之
由
、　

御
諚
候
、
扨
彼
仁
事
者
、

兼
々
之
以
分
別
御
用
ニ
被
立
候
間
、
無
是
非
候
、
老
父
其
外
兄
弟
衆
か
つ

く
有

之
由
候
間
、
重
而
、
貴
所
御
分
別
次
第
代
職
之
儀
ヲ
被
仰
越
、
涯
分
可
遂
披
露
候
、

恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

狩
讃

　
　
　
　

三
月
廿
一
日　
　
　
　
　

秀
如 

在
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

直
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

兼
続 
在
判

　
　
　
　

嶋
淡

　
　
　
　
　
　

御
報

　

【
史
料
４
】
は
天
正
十
一
年
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
合
戦
は
駒
沢
主
税
助

の
一
命
を
懸
け
た
活
躍
に
よ
り
、
壊
滅
的
な
打
撃
を
免
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
主

税
助
は
忠
直
の
同
心
で
あ
り
、
主
税
助
の
跡
職
を
「
分
別
次
第
」
と
し
て
忠
直
が

一
任
さ
れ
、
忠
直
を
介
し
て
戦
功
が
賞
さ
れ
て
い
る
（35） 

。

　

「
島
津
家
文
書
」に
所
収
さ
れ
る
【
史
料
４
】は
写
し
で
あ
る
。
し
か
し
、宛
先

は 

「
嶋
淡
」
＝
忠
直
で
あ
る
か
ら
、「
島
津
家
文
書
」
に
正
文
が
伝
来
し
て
い
て
も

お
か
し
く
は
な
い
。
そ
れ
で
は
、
正
文
は
ど
こ
に
伝
来
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
『
上

越
市
史
』 に
よ
る
と
、『
景
勝
公
諸
士
来
書
十
九
』
所
収
、『
御
書
集
成
』
で
は「
駒

沢
与
兵
衛
」
の
所
持
と
あ
り
、
写
し
の
み
が
確
認
さ
れ
て
い
る
（36） 

。
駒
沢
与
兵
衛

と
は
駒
沢
主
税
助
の
子
孫
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
『
御
書
集
成
』
が
作
成
さ
れ
た

元
禄
年
間
に
は
、
【
史
料
４
】
の
正
文
は
駒
沢
氏
に
伝
来
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
【
史
料
４
】
は
忠
直
に
宛
て
ら
れ
て
は
い
る
が
、
内
容
は
駒
沢
主
税
助

の
功
績
を
称
え
て
お
り
、
忠
直
が
「
披
露
」
す
る
相
手
は
駒
沢
主
税
助
の
「
老
父

其
外
兄
弟
衆
」
で
あ
る
か
ら
、
【
史
料
４
】
の
正
文
も
駒
沢
一
族
へ
の
披
露
と
一

緒
に
渡
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
御
書
集
成
が
作
成
さ
れ
た
段
階
で
、

駒
沢
氏
の
子
孫
が
【
史
料
４
】
の
正
文
を
所
有
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

同
年
四
月
に
は
真
田
氏
が
海
士
淵
（
上
田
市
）
に
城
を
築
き
、
上
杉
方
の
虚
空

蔵
山
城
（
上
田
市
）
に
対
峙
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

【
史
料
５
】
狩
野
彦
伯
書
状
（
№
一
〇
）

御
切
書
畏
入
候
、
ま
つ
と
の
地
ニ
御
座
候
由
、
御
大
儀
申
計
な
く
候
、
た
と
ひ
て

き
は
た
ら
き
候
て
も
、
其
方
そ
こ
も
と
御
座
候
間
、
あ
ん
と
申
候
、
こ
の
た
ひ
ハ

随
分
の
衆
御
こ
し
候
間
、
一
た
ん
こ
ゝ
ろ
や
す
く
御
座
候
、
も
し
て
き
は
た
ら
き

申
候
者
、
ひ
と
り
か
う
ミ
や
う
た
て
な
さ
れ
候
ハ
て
、
人
々
ニ
御
い
け
ん
、
た
い

と
の
御
そ
な
へ
あ
し
く
な
き
や
う
ニ
、
御
心
へ
か
ん
よ
う
ニ
候
、
し
な
の
口
い
か

に
も
し
つ
か
に
候
、
可
御
心
安
候
、
御
ら
う
ふ
さ
ま
へ
の
書
中
と
ゝ
け
可
申
候
、

い
そ
き
候
間
、
御
返
事
を
ハ
と
り
進
し
不
申
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
新

　
　
　
　

卯
月
四
日　
　
　
　
　
　

彦
伯
（
花
押
）

　
　
　
　

嶋
左

　
　
　
　
　
　

参
御
報

　

【
史
料
５
】
は
、
島
津
義
忠
に
宛
て
ら
れ
た
狩
野
彦
伯
の
書
状
で
あ
る
（37） 

。
こ

れ
以
前
に
、
義
忠
か
ら
彦
伯
に
対
し
て
「
切
書
」 

が
送
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
伝
来
し
て
い
な
い
。
義
忠
は「
ま
つ
と
」 と
い
う
場
所
に
在
陣
し
て
い
た
よ



一
一

う
で
、
彦
伯
は
義
忠
が
多
勢
を
率
い
て
在
陣
し
て
い
れ
ば
安
心
で
あ
る
と
述
べ
て

い
る
。
ま
た
、
「
し
な
の
口
は
い
か
に
も
し
つ
か
」
と
あ
る
か
ら
、
信
越
国
境
は

安
定
的
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
次
の
「
御
ら
う
ふ
さ
ま
」
と
は
義
忠
の
老
父
、

つ
ま
り
忠
直
の
こ
と
で
あ
り
、
彦
伯
か
ら
長
沼
城
に
い
る
忠
直
へ
の
書
状
が
発
給

さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。【
史
料
５
】 で
は
、
目
立
っ
た
戦
況
は
確
認
で
き
な
い

が
、
約
十
日
後
に
は
大
き
く
状
況
が
変
化
し
て
い
く
。

【
史
料
６
】
直
江
兼
続
・
狩
野
彦
伯
連
署
状
（
№
十
一
）

か
い
つ
よ
り
ち
う
し
ん
の
ふ
ん
ハ
、
さ
な
た
あ
ま
か
ふ
ち
と
り
た
て
候
よ
し
候
、

四
く
ん
の
か
た

く
、
こ
と

く
く
こ
く
う
さ
う
へ
う
ち
つ
き
、
お
つ
は
ら
ふ
へ

き
む
ね
、
お
ほ
せ
い
た
し
候
、
し
か
れ
ハ
、
き
し
よ
け
ん
し
ニ　

お
ほ
せ
つ
け
ら

れ
候
、
へ
つ
し
て
き
し
よ
い
し
ゆ
を
あ
そ
は
さ
れ
、
つ
か
わ
さ
れ
候
間
、
そ
の
御

心
へ
候
て
、
み
な

く
か
せ
き
の
ほ
と
、
た
し
か
ニ
御
ミ
と
ゝ
け
か
ん
よ
ふ
ニ
候
、

此　

御
書
を
こ
く
う
さ
う
へ
御
も
ち
候
て
、
こ
く
う
さ
う
ニ
て
、
み
な

く
の
さ
ふ

ら
い
し
ゆ
へ
、
か
く
の
こ
と
く
お
ほ
せ
い
た
し
ニ
候
、
御
か
せ
き
の
ほ
と
見
可
申

と
候
て
、　

御
書
を
さ
ふ
ら
い
し
ゆ
へ
ミ
せ
可
申
よ
し
御
意
候
、
少
々
の
め
し
候

も
の
ニ
ハ
、
わ
る
口
を
申
さ
る
へ
き
よ
し
、　

御
意
候
、
へ
つ
し
て
御
ね
ん
を
入

ら
れ
尤
ニ
候
、
其
方
へ
さ
き
ニ
と
ば
へ
ら
れ
候
て
ハ
、
し
か
る
へ
か
ら
す
候
、
ミ

な

く
の
か
せ
ぎ
を
ミ
と
ゝ
け
候
へ
と
の　

御
意
ニ
候
、
其
御
心
へ
よ
く

く
か

ん
よ
ふ
ニ
候
、
そ
こ
も
と
地
の
衆
、
こ
と

く
く
め
し
つ
れ
ら
れ
尤
ニ
候
、
恐
々

謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
讃

　
　
　
　

卯
月
十
三
日　
　
　
　

彦
伯
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

直
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

兼
続
（
花
押
）

　
　
　
　

嶋
左

　
　
　
　
　
　

参

　

【
史
料
６
】
は
天
正
十
一
年
に
比
定
さ
れ
る
、
島
津
義
忠
宛
て
の
狩
野
彦
伯
・

直
江
兼
続
の
連
署
書
状
で
あ
る
。
史
料
中
の
「
御
書
」
と
は
、
同
日
付
の
上
杉
景

勝
書
状
を
指
し
て
お
り
（38） 

、
【
史
料
６
】
は
副
状
と
な
る
。
な
お
、
同
日
付
の
景

勝
書
状
は
、
正
文
、
写
し
共
に
「
島
津
家
文
書
」
に
伝
来
し
て
い
な
い
。

　
【
史
料
６
】の
内
容
は
片
桐
氏
の
成
果
を
基
に
簡
潔
に
ま
と
め
て
み
た
い
（39） 

。【
史

料
６
】
に
よ
る
と
、
真
田
氏
が
上
杉
氏
の
拠
点
で
あ
る
虚
空
蔵
山
城
の
近
く
に
城

を
築
い
た
と
、
海
津
城
か
ら
景
勝
の
も
と
へ
注
進
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
景
勝
は
、

川
中
島
四
郡
の
北
信
濃
諸
士
に
「
追
払
」
を
命
じ
る
。
そ
の
中
で
、
義
忠
は 

「
け

ん
し
（
検
使
）」
を
仰
せ
付
け
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
【
史
料
６
】
を
「
さ

ふ
ら
い
し
ゆ
（
侍
衆
）
」
に
見
せ
る
こ
と
が
許
可
さ
れ
、
「
少
々
の
め
し
候
も
の

ニ
ハ
、
わ
る
口
を
申
さ
る
へ
き
」
こ
と
も
許
可
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
「
少
々
の
め
し
候
も
の
」
の
解
釈
が
難
し
い
が
、
「
の
め
し
」
と
は
方
言

で
「
怠
け
る
こ
と
・
怠
け
者
」
の
意
味
が
あ
る
。
使
わ
れ
て
い
る
地
域
は
、
群
馬

県
・
新
潟
県
・
佐
渡
・
長
野
県
下
水
内
郡
・
福
島
県
会
津
で
あ
る
（40） 

。
つ
ま
り
、
上

杉
氏
の
影
響
下
に
あ
っ
た
地
域
に
残
る
方
言
と
な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
「
怠
け

る
者
」
に
対
し
て
「
悪
口
（
悪
態
を
つ
く
こ
と
）
」
を
許
可
し
て
い
る
、
と
捉
え

ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
解
釈
で
あ
れ
ば
、
「
検
使
」
と
し
て
の
義
忠

の
役
割
と
も
符
合
す
る
よ
う
に
思
う
。

　

同
月
十
九
日
、
小
笠
原
氏
が
上
杉
領
へ
の
侵
出
を
図
り
、
筑
摩
郡
麻
績
（
麻
績

村
）
で
義
忠
の
軍
勢
と
衝
突
す
る
（「
麻
績
合
戦
」
）。
そ
の
結
果
、
「
其
表
之
人

米
沢
藩
上
杉
家
家
中
「
島
津
家
文
書
」
に
つ
い
て
―
当
館
収
蔵
の
埼
玉
県
外
関
係
文
書
の
紹
介
―
（
中
村
）



文
書
館
紀
要
第
三
十
号
（
二
〇
一
七
・
三
）

一
二

数
」
を
率
い
た
義
忠
の
活
躍
に
よ
り
上
杉
方
が
勝
利
し
、
忠
直
の
も
と
に
兼
続
・

彦
伯
の
連
署
で
感
状
が
発
給
さ
れ
た（
№
一
）。
ま
た
、
彦
伯
は
同
日
に
義
忠
に
対

し
て
書
状
を
発
給
し
て
い
る
。

【
史
料
７
】
狩
野
彦
伯
書
状
（
№
十
二
）

一
筆
申
入
候
、
て
き
い
ま
ニ
を
つ
ニ
在
陣
の
よ
し
、
御
心
つ
く
し
御
く
ち
ふ
、
こ

と
に
岩
民
御
た
ん
か
う
あ
つ
て
、
別
而
も
の
こ
と
御
ね
ん
を
入
ら
れ
候
よ
し
、
一

段　

御
か
ん
候
、
御
か
せ
き
之
事
ハ
も
ち
ろ
ん
め
つ
ら
し
か
ら
す
候
、
い
よ
く
御

ね
ん
を
入
ら
れ
、
け
ん
こ
の
御
つ
も
り
か
ん
よ
ふ
ニ
存
候
、
又
御
ら
う
ふ
御
文
し

ん
せ
ら
る
へ
く
候
へ
共
、
た
き
り
へ
御
使
ニ
御
こ
し
候
、
信
州
口
・
下
口
い
か
に

も
し
つ
か
に
候
、
か
わ
る
儀
な
く
候
、
可
御
心
安
候
、
御
や
く
何
事
な
く
候
と
て
、

た
ゝ
御
帰
陣
、
懸
御
目
候
者
可
申
述
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
新

　
　
　
　

卯
月
廿
日　
　
　
　

彦
伯
（
花
押
）

　
　
　
　

嶋
左

　
　
　
　
　
　

参
御
陣
所

　

【
史
料
７
】
は
天
正
十
一
年
に
比
定
さ
れ
、
先
述
の
「
麻
績
合
戦
」
に
関
連
す

る
も
の
で
あ
る
。
「
て
き
（
小
笠
原
方
）
」
は
「
を
つ
」
と
い
う
場
所
に
在
陣
し
、

義
忠
は
「
岩
民
（
岩
井
民
部
少
輔
信
能
）
」
と
協
力
し
て
対
処
し
て
い
る
。
次
に

「
御
ら
う
ふ
御
文
し
ん
せ
ら
る
へ
く
候
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
同
日
付
の
義
忠
宛

の
忠
直
書
状
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る（
№
十
三
）。
そ
の
次
の
文
は
、
「
御
」
が
多

用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
御
ら
う
ふ
」
で
あ
る
忠
直
自
身
が
「
た
き
り
（
田

切
）
」
（
新
潟
県
妙
高
市
）
ま
で
遣
い
に
や
っ
て
き
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

「
信
州
口
・
下
口
」
は
「
い
か
に
も
し
つ
か
」
で
あ
り
、
信
越
国
境
は
【
史
料
５
】 

の
段
階
と
変
わ
ら
ず
平
穏
な
様
子
が
う
か
が
え
る
。

　

し
か
し
、
虚
空
蔵
山
城
の
周
辺
を
取
り
巻
く
状
況
は
信
越
国
境
と
は
ま
る
で
異

な
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
次
の
史
料
を
見
て
み
よ
う
。

【
史
料
８
】
直
江
兼
続
・
狩
野
彦
伯
連
署
状
（
№
二
）

今
般
諸
軍
為
御
検
使
被　

仰
付
処
、
別
而
御
肝
煎
故
、
各
勇
被
申
、
一
戦
大
利
、

頸
之
注
文
参
着
、
其
国
計
之
非
一
功
、
万
方
之
覚
大
慶
満
足
不
過
之
候
、
貴
所
御

覧
詰
仰
出　

御
書
御
分
躰
等
人
々
羨
申
候
キ
、
自
然
、　

御
書
無
詮
候
而
与
存
、

握
汗
候
処
ニ
、
如
此
之
御
仕
合
、
御
冥
感
不
浅
次
第
候
、
各
稼
之
衆
へ
明
々
日
之

間
ニ
御
使
可
被
遣
候
、
此
旨
先
々
御
届
尤
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

狩
讃

　
　
　
　

卯
月
廿
一
日　
　
　
　

秀
如
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

直
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

兼
続
（
花
押
）

　
　
　
　

嶋
左

　
　
　
　
　
　

御
報

　
　
　

　

【
史
料
８
】
は
天
正
十
一
年
に
比
定
さ
れ
る
。
史
料
中
の
「
今
般
諸
軍
為
御
検

使
被　

仰
付
処
」
と
は
、
【
史
料
６
】
で
義
忠
が
「
検
使
」
を
命
じ
ら
れ
て
い
る

こ
と
に
対
応
す
る
。
合
戦
で
勝
利
を
収
め
た
義
忠
は
、
「
頸
之
注
文
」
を
作
成
し

て
景
勝
の
も
と
へ
提
出
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
検
使
の
職
掌
の
一
つ
な
の

で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
「
御
書
」
と
は
同
日
付
の
義
忠
宛
の
景
勝
書
状
を
指
す
（41） 

。

　

翌
二
十
二
日
に
も
、
義
忠
宛
の
景
勝
書
状（
№
三
）と
義
忠
宛
の
兼
続
書
状（
№



一
三

七
）
が
確
認
さ
れ
る
。
両
方
と
も
、「
以
広
居
善
右
衛
門
尉
申
届
候
」（
№
三
）、「
以

広
善
被　

仰
届
候
」（
№
七
）
と
共
通
点
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
関
連
す
る
史
料
で
あ

り
、
義
忠
は
戦
功
を
挙
げ
た
者
を
言
上
す
る
よ
う
に
指
示
が
出
さ
れ
て
い
る
。

　

同
月
二
十
六
日
に
は
、
景
勝
か
ら
義
忠
に
対
し
て
、「
四
郡
之
衆
」
に「
虚
空
蔵
」 

へ
在
陣
す
る
よ
う
に
伝
え
て
あ
る
の
で
、「
横
目
（
検
使
）」
と
し
て
「
其
地
之
者
」 

を
引
き
連
れ
向
か
う
よ
う
指
示
さ
れ
て
い
る（
№
四
）。さ
ら
に
、
同
年
九
月
、「
野

尻
新
町
」
の
「
郡
司
不
入
諸
役
可
為
皆
免
」
が
忠
直
に
伝
え
ら
れ
た
（
№
九
）。

　

天
正
十
一
年
に
お
け
る
上
杉
氏
の
信
濃
支
配
は
、
景
勝
自
身
の
信
濃
出
馬
も
あ

り
、
大
量
の
文
書
が
短
期
間
の
う
ち
に
に
見
受
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
越
後
国
内

で
の
揚
北
衆
新
発
田
重
家
の
反
乱
や
、信
濃
国
内
へ
の
版
図
拡
大
を
図
る
北
条
氏
・ 

徳
川
氏
の
影
響
も
あ
り
、
景
勝
は
越
後
帰
国
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
平
山
氏
は
、

上
杉
氏
の
信
濃
支
配
に
関
す
る
文
書
は
、
景
勝
の
越
後
帰
国
と
新
発
田
攻
め
を
契

機
に
急
速
に
低
下
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
が
（42） 
、
「
島
津
家
文
書
」
に
お
い

て
も
、
同
様
の
傾
向
が
う
か
が
え
る
。

（
３
）
慶
長
年
間

　

そ
れ
で
は
、
慶
長
年
間
の
島
津
氏
の
動
向
に
つ
い
て
確
認
し
て
、
こ
の
章
を
終

わ
り
に
し
た
い
。な
お
、
こ
れ
以
降
の
文
中
で
、
出
典
と
し
て
米
沢
温
故
会
編『
上

杉
家
御
年
譜
』
（
原
書
房
、
一
九
八
八
年
）
を
用
い
る
際
に
は
、
「
御
年
譜
」
と

略
記
し
て
、
巻
数
を
記
す
。

　

慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）、
上
杉
氏
の
会
津
国
替
に
伴
っ
て
、
長
沼
城
（
福
島
県

須
賀
川
市
）
七
〇
〇
〇
石
を
与
え
ら
れ
た
（「
御
年
譜
」
二
十
四
）。
し
か
し
、
同

年
四
月
に
義
忠
が
早
世
し
た
た
め
、
翌
年
四
月
に
義
忠
娘
の
婿
に
岩
井
信
能
の
子

勢
三
（
利
忠
）
を
迎
え
て
名
跡
を
継
が
せ
て
い
る
（
№
十
四
）。

　

慶
長
六
年
（
一
六
〇
〇
）
八
月
、
上
杉
氏
が
出
羽
国
米
沢
・
陸
奥
国
福
島
に
転

封
を
命
じ
ら
れ
る
と（「
御
年
譜
」
三
）、
島
津
家
の
知
行
割
も
変
更
さ
れ
た（
№
二

六
）。
こ
れ
に
よ
る
と
、
「
本
高
七
千
石
」
の
内
、
三
分
の
一
は
出
羽
国
長
井
郡
・ 

陸
奥
国
信
夫
郡
の
約
二
三
三
三
石
に
変
更
さ
れ
た
。

　

慶
長
十
九
年
（
一
六
一
四
）
十
月
、
景
勝
は
徳
川
秀
忠
の
命
に
応
じ
て
出
兵
し
、

翌
月
大
阪
城
東
側
の
南
鴫
野
（
大
阪
府
大
阪
市
）
へ
移
り
、
同
月
二
十
六
日
に
鴫

野
表
で
合
戦
を
す
る
（「
御
年
譜
」
三
）。
こ
れ
に
利
忠
も
動
員
さ
れ
、
戦
功
を
挙

げ
て
い
る
（
№
十
六
）。
こ
の
と
き
、
大
坂
方
の
田
辺
八
左
衛
門
と
「
槍
ヲ
合
セ
」

た
こ
と
が
系
譜
で
確
認
さ
れ
る
（「
御
年
譜
」
二
十
四
）。
田
辺
八
左
衛
門
は
槍
の

使
い
手
だ
っ
た
よ
う
で
、
そ
の
後
、
水
野
重
勝
を
通
じ
て
交
流
を
持
っ
た
よ
う
だ

（
№
十
七
・
十
八
・
十
九
・
二
三
・
二
四
）（43） 

。

　

慶
長
年
間
に
は
、
「
忠
直
→
義
忠
→
利
忠
」
と
家
督
が
変
遷
す
る
の
と
同
時
に
、

主
君
の
上
杉
家
も
越
後
か
ら
会
津
、
米
沢
へ
と
領
地
替
え
を
命
じ
ら
れ
る
。
こ
の

よ
う
な
目
ま
ぐ
る
し
く
状
況
が
進
展
す
る
時
期
に
お
い
て
、
利
忠
は
大
阪
の
陣
で

戦
功
を
挙
げ
、
米
沢
藩
内
で
の
政
治
的
地
位
を
獲
得
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

二
、
近
世
に
お
け
る
「
島
津
家
文
書
」
の
伝
来
過
程

　

本
章
で
は
、
「
島
津
家
文
書
」
に
伝
来
し
た
中
世
文
書
が
、
米
沢
藩
上
杉
家
家

中
の
島
津
家
の
中
で
ど
の
よ
う
に
伝
来
さ
れ
、
現
在
に
残
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い

て
、
近
世
史
料
を
用
い
て
確
認
し
て
み
た
い
と
思
う
。

　

米
沢
藩
に
お
け
る
家
臣
の
家
伝
文
書
に
つ
い
て
は
、
矢
田
俊
文
氏
の
研
究
が
あ

る
。
矢
田
氏
は
「
嶋
津
家
御
所
之
留
」
（
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
十
二
月
十
四

日
、
№
三
五
）
を
検
討
し
、
十
四
点
の
文
書
が
伝
来
さ
れ
、
米
沢
藩
に
提
出
さ
れ

た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
（44） 

。

米
沢
藩
上
杉
家
家
中
「
島
津
家
文
書
」
に
つ
い
て
―
当
館
収
蔵
の
埼
玉
県
外
関
係
文
書
の
紹
介
―
（
中
村
）



文
書
館
紀
要
第
三
十
号
（
二
〇
一
七
・
三
）

一
四

　

と
こ
ろ
で
、
矢
田
氏
が
検
討
の
素
材
と
さ
れ
た
元
禄
五
年
の
「
嶋
津
家
御
所
之

留
」（
№
三
五
）
の
他
に
も
、
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
の
「
嶋
津
家
御
所
之
留
」

（
№
三
四
）
が
存
在
す
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
二
点
の
史
料
を
比
較
し
た
【
表
２
】

を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

　

こ
の
表
か
ら
、
元
禄
五
年
「
嶋
津
家
御
所
之
留
」（
№
三
五
）
に
記
載
の
あ
る
十

四
点
は
、
享
和
二
年
「
嶋
津
家
御
所
之
留
」（
№
三
四
）
と
共
通
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
し
か
し
、
享
和
二
年
「
嶋
津
家
御
所
之
留
」（
№
三
四
）
に
は
、
さ
ら
に

十
二
点
の
中
世
文
書
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
元
禄
五
年
「
嶋
津

家
御
所
之
留
」
は
、
す
べ
て
の
中
世
文
書
を
記
載
し
て
お
ら
ず
、
米
沢
藩
へ
の
文

書
差
出
は
中
世
文
書
の
一
部
を
提
出
し
た
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
同
年
に
は
享
和
二
年
「
嶋
津
家
御
所
之
留
」（
№
三
四
）
を
基
に
作
成

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
「
入
日
記
」（
№
四
三
）
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
史
料
に
は
、

享
和
二
年
段
階
で
島
津
氏
が
所
持
し
て
い
た
文
書
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
入
日
記
」 

の
中
世
文
書
に
関
す
る
記
載
を
ま
と
め
た
の
が
【
表
３
】
で
あ
る
。

　

享
和
二
年
の
段
階
で
、
島
津
家
に
伝
来
し
た
文
書
は
、
す
で
に
紛
失
が
確
認
さ

れ
て
い
る
二
点
と
、
『
景
勝
公
御
書
六
』
に
写
し
が
伝
わ
る
一
点
（
天
正
十
一
年

四
月
十
三
日
、
上
杉
景
勝
書
状
）
以
外
は
現
在
も
史
料
の
確
認
が
で
き
る
。
後
者

に
関
し
て
は
、
少
な
く
と
も
享
和
二
年
の
段
階
に
は
正
文
が
残
っ
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
。
一
方
で
、
「
島
津
家
文
書
」
に
伝
来
し
て
い
る
中
世
文
書
の
写
し
（
№
二

〇
・
二
一
・
二
九
・
三
一
な
ど
）
は
、
い
ず
れ
も
「
入
日
記
」
に
は
記
載
が
無
い
。

そ
の
た
め
、
こ
の
段
階
で
は
写
し
が
作
成
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
、
写
し
で
あ
る

た
め
「
入
日
記
」
に
は
記
載
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
「
入
日
記
」
は
「
島
津
家
文
書
」
の
中
で
ど
の
よ
う
な
史
料
的
性

格
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、「
嶋
津
家
代
々
法
号
・
同
居
判
鑑
」 

（
№
三
九
）
の
紙
片
に
は
、
島
津
教
忠
の
時
に
「
天
保
三
年（
一
八
三
二
）
七
月
九

日
」
と
「
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
六
月
十
八
日
」
の
二
回
、
「
御
書
御
感
状
虫

干
」
を
行
い
、「
入
日
記
之
通
引
合
謹
改
之
」
と
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
入
日

記
」
を
基
に
し
て
、
代
々
家
伝
文
書
を
点
検
・
整
理
し
、
訂
正
が
あ
れ
ば
そ
の
都

度
内
容
を
改
め
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ま
た
、「
入
日
記
」
に
も
慶
応
三
年（
一
八
六
七
）
に
島
津
敬
忠
が
記
し
た
紙
片

が
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
、「
慶
応
三
年
七
月
十
九
日
」
に
「
御
書
・

御
感
状
」
の
「
虫
払
」
を
し
て
「
入
日
記
」
と
引
き
合
わ
せ
た
所
、「
貞
忠
ヨ
リ
為

景
公
江
御
返
答
之
写
」（
【
史
料
２
】）
な
ど
「
取
合
三
通
」
が
「
入
日
記
」
の
他

に
確
認
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。こ
の
こ
と
か
ら
、
写
し
で
あ
る
か
ら「
入

日
記
」 

に
記
載
が
無
い
の
で
は
な
く
て
、
天
保
九
年
の
教
忠
に
よ
る
文
書
点
検
以

降
に
写
し
が
作
成
さ
れ
た
と
推
測
で
き
よ
う
。

　

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
家
伝
文
書
の
把
握
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
を
考
察
す
る
た
め
に
、
【
史
料
１
】
の
内
容
に
遡
ろ
う
。

　

【
史
料
１
】
に
は
、
「
先
年
祖
父
代
、
薩
州
之
太
守
従
嶋
津
家
御
問
合
之
節
茂
、

先
祖
由
緒
委
細
申
遣
置
候
」
と
あ
る
。
【
史
料
１
】
が
作
成
さ
れ
た
知
忠
の
先
代

は
「
友
忠
―
房
忠
―
行
忠
―
昌
忠
」
で
あ
る
（「
御
年
譜
」
二
十
四
）。
こ
の
う
ち
、

房
忠
と
行
忠
は
兄
弟
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
知
忠
か
ら
祖
父
の
代
と
い
う
の
は
こ

の
兄
弟
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。
こ
の
兄
弟
い
ず
れ
か
が
当
主
の
時
に
、
薩
摩
藩

の
島
津
氏
か
ら
米
沢
藩
家
中
の
島
津
氏
に
、
先
祖
の
由
緒
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ

が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。ま
た
、
房
忠
と
行
忠
の
先
代
友
忠
の
時
に
、「
故
ア
リ
苗
字

断
絶
改
易
」
を
受
け
て
蟄
居
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
房
忠
の
時
に
復
帰
し
て
、【
史

料
１
】
の
知
忠
の
時
に
は
中
老
の
職
に
就
い
て
い
る
（
「
御
年
譜
」
二
十
四
）（45） 

。

こ
の
よ
う
な
、
家
の
存
続
の
危
機
と
、
薩
摩
藩
島
津
氏
と
の
接
触
が
、
島
津
家
の



一
五

「
由
緒
書
」が
作
成
さ
れ
る
契
機
と
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

そ
の
次
の
親
忠
の
際
に
は
、
家
伝
文
書
や
由
緒
の
把
握
が
行
わ
れ
て
い
る
。
享

和
二
年
七
月
、
親
忠
は
先
代
ま
で
の
当
主
等
の
実
名
・
法
号
・
没
年
を
書
き
記
し

た
「
嶋
津
家
代
々
法
号
・
同
居
判
鑑
」
を
作
成
し
た
（
№
三
九
）。
そ
の
翌
月
に
は

「
嶋
津
家
御
所
之
留
」（
№
三
四
）が
作
成
さ
れ
、
家
伝
文
書
を
「
入
日
記
」（
№
四

米
沢
藩
上
杉
家
家
中
「
島
津
家
文
書
」
に
つ
い
て
―
当
館
収
蔵
の
埼
玉
県
外
関
係
文
書
の
紹
介
―
（
中
村
）

元禄5年 享和2年 目録番号 刊本 所蔵・所収
従　景勝公嶋津左京亮江被成下　御感状之留 ○ ○ 県史3835 上杉博物館
直江山城・狩野讃岐ゟ嶋津淡路江添状之留 ○ ○ №1 県史3815
右同人ゟ嶋津左京亮江添状之留 ○ ○ №2 県史3816
景勝公ゟ嶋津左京亮へ被成下　御書之留（３点） ○ ○ №3・4 市史2727 景勝公御書六

従　御同人様嶋津喜七郎へ被成下　御書之留（４点） ○ ○ №5
市史1564
市史1576
県史3832

景勝公御書四
景勝公御書三
上杉博物館

従　景勝公被成下嶋津淡路守　御朱印物ノ留 ○ ○ №6 県史3820
直江山城ゟ葛山乙名衆へ証文之留 ○ ○ 市史2520 長野県立歴史館
右同人ゟ嶋津左京へ添状之留 ○ ○ №7 県史3821
景勝公ゟ嶋津淡路守江被成下　御朱印之御覚書ノ留 ○ ○ 県史3833 上杉博物館
従　景勝公嶋津左京亮江被成下置　御書 ○ 県史3837 上杉博物館
嶋津淡路守江被下置　御朱印 ○ 県史3834 上杉博物館
嶋津淡路守江被下置　御朱印 ○ №8 県史3822
嶋津淡路守江被下置　御朱印 ○ 県史3836 上杉博物館
嶋津淡路守江被下置　御朱印 ○ №9 県史3823
直江山城守・狩野讃岐守ゟ嶋津左京亮江状 ○ №11 県史3825
狩野所ゟ嶋津左京亮江之状 ○ №10 県史3826
右同所ゟ同人江之状 ○ №12 県史3824
忠直ゟ左京亮へ之状 ○ №13 県史3827
岩井清蔵江嶋津下々斎名跡被仰付之時下々斎ゟ之状・御書出 ○ №14 県史3828
嶋津下々斎江平林蔵人佑ゟ ○ №26
覚 ○ №15 県史3829
　※県史…『新潟県史』、市史…『上越市史』

【表２】元禄５年（№３５）・享和２年（№３４）「嶋津家御所之留」の比較

天正６年５月２４日 上杉博物館
天正６年６月２０日（紛失）
天正６年７月９日（紛失）
天正６年霜月１０日 №５
天正１０年７月１３日 №２５
天正１０年７月１３日 上杉博物館
天正１０年７月１３日 上杉博物館
天正１０年７月　日 №２７
天正１０年７月１９日 №８
天正１０年８月７日 №６
天正１０年１０月２５日 上杉博物館
天正１１年９月　日 №９

直江兼続・狩野彦伯ゟ
同人之書壱通 〔天正１１年〕４月２０日 №１

直江ゟ葛山江
書出壱通 天正１０年８月７日 長野県立歴史館

〔天正１１年〕２月２４日 上杉博物館
４月１３日
〔天正１１年〕４月２１日 上杉博物館
〔天正１１年〕４月２２日 №３
〔天正１１年〕４月２６日 №４
〔天正１１年〕４月４日 №１０
〔天正１１年〕４月１３日 №１１
〔天正１１年〕４月２０日 №１２
〔天正１１年〕４月２１日 №２
〔天正１１年〕４月２２日 №７

昔忠ゟ左京亮江之書一通 〔天正１１年〕４月２０日 №１３

【表３】「入日記」（№４３）記載の中世文書

景勝公ゟ淡路守昔忠
江被成下　御書四通

御同所様ゟ同人江
被成下御朱印八通

景勝公ゟ左京亮義忠
江被成下　御書五通

直江・狩野添翰并
假名文五通



文
書
館
紀
要
第
三
十
号
（
二
〇
一
七
・
三
）

一
六

三
）
に
書
き
記
し
た
。

　

親
忠
の
二
代
後
の
当
主
教
忠
は
、
親
忠
の
作
成
し
た
「
嶋
津
家
代
々
法
号
・
同

居
判
鑑
」（
№
三
九
）
に
加
筆
し
、
天
保
九
年
に
は「
入
日
記
」
の
記
載
通
り
に
家

伝
文
書
を
確
認
し
て
い
る
。
さ
ら
に
敬
忠
の
時
に
は
、
慶
長
三
年
に
家
伝
文
書
の

把
握
を
行
っ
て
い
る
（
№
四
三
・
紙
片
）。
敬
忠
は
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
） 

に
死
去
し
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
「
嶋
津
家
代
々
法
号
・
同
居
判
鑑
」（
№
三
九
） 

で
は
な
く
、「
島
津
代
々
并
庶
子
法
号
」（
№
三
六
）
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
敬
忠
の
こ
ろ
ま
で
は
、
先
代
の
法
号
や
没
年
な
ど
を
追

記
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
家
伝
文
書
や
系
譜
の
把
握
が
全
盛
期
を
迎
え
た
の
は
、
知
忠
・
親
忠

の
時
で
あ
る
。
彼
ら
が
活
動
し
て
い
た
時
期
は
、
米
沢
藩
内
で
は
上
杉
鷹
山
に
よ

る
改
革
が
行
わ
れ
て
お
り
、
知
忠
は
中
老
、
親
忠
は
江
戸
家
老
・
侍
頭
の
重
職
に

就
い
て
い
る
（「
御
年
譜
」
二
十
四
）。
こ
の
よ
う
な
高
い
政
治
的
地
位
も
、
由
緒

書
の
作
成
や
家
伝
文
書
の
把
握
に
影
響
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　

知
忠
・
親
忠
の
二
代
に
渡
っ
て
、
家
伝
文
書
を
整
理
し
、
先
代
ま
で
の
記
録
を

編
纂
し
て
く
れ
た
お
か
げ
で
、
「
島
津
家
文
書
」
は
今
現
在
に
至
っ
て
も
、
そ
の

伝
来
過
程
を
復
元
し
、
考
察
す
る
機
会
を
与
え
て
く
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

最
後
に
戦
国
期
島
津
氏
の
歴
代
を
確
認
し
た
い
。

　

【
史
料
１
】
で
は
、
戦
国
期
の
島
津
氏
と
し
て
「
長
忠
」・「
忠
直
」・「
義
忠
」・

「
利
忠
」
を
挙
げ
て
い
る
。
「
長
忠
」
に
つ
い
て
は
一
次
史
料
か
ら
は
判
然
と
し

な
い
が
、
こ
こ
で
次
に
挙
げ
る
史
料
を
確
認
し
て
み
た
い
。

【
史
料
９
】
島
津
代
々
并
庶
子
法
号
（
№
三
九
）

　
　
　

島
津
氏
代
々
法
名

　
　
　

天
文
五
丙
甲
年
十
一
月
十
日　
　
　

昔
忠
祖
父

　

・
臨
阿
弥
陀
仏　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

島
津
大
隅
守
貞
忠

　
　
　

慶
長
九
年
甲
辰
八
月
朔
日

　

・
忠
廣
院
殿
嶋
全
扇
大
居
士　
　
　
　
　
　

同
淡
路
守
昔
忠
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
々
斎

　
　
　

慶
長
三
年
戊
戌
年
四
月
二
廿
九
日　

昔
忠
嫡
子

　

・
想
源
院
殿
月
心
光
誉
居
士　
　
　
　
　
　

同
左
京
亮
義
忠

　
　
　

寛
永
十
七
庚
辰
年
二
月
十
六
日　
　

六
十
三
歳

　

・
利
忠
院
殿
雪
渓
素
白
居
士　
　
　
　
　
　

同
玄
蕃
利
忠
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
井
備
中
守
信
能
男

　

（
後
略
）

　
【
史
料
９
】
は
、
戦
国
期
島
津
氏
の
法
名
・
没
年
等
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
内

容
か
ら
、
【
史
料
２
】
の
発
給
者
で
あ
る
貞
忠
は
天
文
五
年
（
一
五
三
六
）
に
死

去
し
て
お
り
、
「
昔
忠
（
忠
直
）
祖
父
」
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
【
史
料
１
】

に
見
え
る
「
長
忠
」
は
【
史
料
９
】
に
記
載
が
無
い
が
、
歴
代
の
中
に
位
置
づ
け

る
な
ら
ば
、
貞
忠
の
子
、
忠
直
の
父
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

次
に
そ
れ
ぞ
れ
の
法
名
に
注
目
し
て
み
よ
う
。
戦
国
期
の
島
津
氏
歴
代
の
中
で
、

貞
忠
の
み
が「
臨
阿
弥
陀
仏
」
と
阿
弥
号
を
名
乗
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。こ
れ

は
、
貞
忠
と
同
時
期
の
島
津
氏
か
ら
、
二
十
六
代
遊
行
上
人
の
空
達
（
一
四
八
〇

～
一
五
三
六
）
が
輩
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
影
響
し
て
い
る
だ
ろ
う
（46） 

。

　

そ
れ
で
は
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
戦
国
期
の
島
津
氏
歴
代
を
ま
と
め
た
い
。
ま



一
七

ず
、
永
正
年
間
に
は
貞
忠
、
為
景
と
の
和
睦
で
使
者
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
弟
の
元

忠
、
同
時
期
に
遊
行
上
人
と
し
て
活
動
す
る
空
達
の
三
名
が
確
認
で
き
た
。
天
文

年
間
以
降
に
は
、
貞
忠
の
子
と
思
わ
れ
る
長
忠
、
貞
忠
の
孫
忠
直
が
お
り
、
慶
長

年
間
に
は
岩
井
家
か
ら
養
子
に
入
っ
た
利
忠
を
確
認
で
き
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
雑
駁
で
は
あ
る
が
「
島
津
家
文
書
」
を
中
心
に
、
戦
国
期
の
島
津

氏
の
動
向
に
つ
い
て
確
認
し
て
き
た
。
慶
長
年
間
の
島
津
利
忠
は
こ
れ
ま
で
研
究

史
で
触
れ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
ま
り
な
か
っ
た
が
、
利
忠
の
動
向
は
米
沢
藩
内
で
の

島
津
家
の
政
治
的
地
位
、
お
よ
び
信
濃
出
身
藩
士
の
政
治
的
地
位
を
考
察
す
る
上

で
も
重
要
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
筆
者
の
能
力
不
足
も
あ
り
、
そ
の
動
向
の
す
べ

て
を
明
確
に
し
得
な
か
っ
た
。
ま
た
、
江
戸
期
島
津
氏
の
動
向
に
つ
い
て
も
、
今

後
の
課
題
と
し
た
い
。

　

江
戸
時
代
に
お
け
る
「
島
津
家
文
書
」
の
把
握
は
、
元
禄
年
間
の
一
時
断
絶
と
、

薩
摩
藩
島
津
氏
の
接
触
を
契
機
に
、
家
の
由
緒
を
明
確
に
す
る
機
運
が
高
ま
っ
た

と
推
測
し
た
。
由
緒
の
作
成
と
家
伝
文
書
の
把
握
は
知
忠
・
親
忠
の
代
に
最
盛
期

を
迎
え
、
現
在
に
も
多
く
の
中
世
文
書
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

註（1）
埼
玉
県
立
文
書
館
条
例
（
条
例
第
三
八
号
）。

（2）
埼
玉
県
立
文
書
館
『
要
覧
』
（
第
三
四
号
、
二
〇
一
六
年
）。

（3）
戦
国
人
名
辞
典
編
集
委
員
会
編
『
戦
国
人
名
辞
典
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
六
年
）
で

　

は「
石
垣
文
書
」。
『
上
越
市
史
別
編
２
上
杉
氏
文
書
集
二
』（
二
〇
〇
四
年
、
以
下『
上

　

越
市
史
』
と
略
記
し
文
書
番
号
を
記
す
）
で
は
「
石
垣
豊
氏
所
蔵
」
な
ど
。

（4）
渡
政
和
執
筆
担
当
「
出
羽
国
米
沢
藩
上
杉
家
家
中 

島
津
家
文
書
」
（
埼
玉
県
立
文
書
館

　

「
埼
玉
県
立
文
書
館
収
蔵
文
書
目
録
第
四
八
集 

諸
家
文
書
目
録
Ⅷ
」、
二
〇
〇
九
年
）。

　

埼
玉
県
立
文
書
館
『
要
覧
』
（
第
三
一
号
、
二
〇
〇
九
年
）。
こ
の
島
津
家
に
伝
来
し
た

　

と
思
わ
れ
る
史
料
は
、
当
館
収
蔵
の
も
の
以
外
に
、
米
沢
市
立
上
杉
博
物
館
や
長
野
県

　

立
歴
史
館
に
確
認
さ
れ
て
い
る
。

（5）
米
山
一
政
「
島
津
氏
の
太
田
庄
伝
領
関
係
に
つ
い
て
」（『
信
濃
』（
第
二
次
）一
九
︱
四
・ 

　

五
、二
〇
︱
一
、一
九
四
四
～
四
五
年
）。

（6）
湯
本
軍
一
「
信
濃
国
太
田
庄
に
つ
い
て
」（
『
信
濃
』（
第
三
次
）一
四
︱
八
）、
同
「
信

　

濃
太
田
庄
の
諸
問
題
」
（
『
信
濃
』
（
第
三
次
）
一
六
︱
十
一
）。

（7）
福
島
金
治
「
信
濃
国
太
田
庄
と
金
沢
称
名
寺
」（『
信
濃
』（
第
三
次
）
四
八
︱
九
、一
九

　

九
六
年
）。
向
山
勝
貞
「
信
濃
国
太
田
庄
地
頭
職
の
変
遷
」（『
鹿
児
島
史
学
十
一
、一
九

　

六
三
年
）。

（8）
『
長
沼
村
史
』（
一
九
七
五
年
）、『
長
野
県
上
水
内
郡
誌
』（
一
九
七
六
年
）、『
中
野
市
誌

　

歴
史
編（
前
編
）』（
一
九
八
一
年
）、『
長
野
県
史
通
史
編
第
三
巻
中
世
二
』（
一
九
八
七

　

年
）、『
豊
野
町
誌
２
豊
野
町
の
歴
史
』（
二
〇
〇
〇
年
、
以
下
『
豊
野
町
誌
』
と
略
記
す

　

る
）、『
長
野
市
誌
第
二
巻
歴
史
編
原
始
・
古
代
・
中
世
』（
二
〇
〇
〇
年
、
以
下
『
長
野

　

市
誌
歴
史
編
』
と
略
記
す
る
）。

（9）
野
田
雄
二
「
信
濃
の
島
津
氏
」
（
長
野
郷
土
史
研
究
会
機
関
紙
『
長
野
』
第
一
二
五
号
、

　

八
六
︱
一
、一
九
八
六
年
）、
片
桐
昭
彦
氏
執
筆
担
当
「
島
津
貞
忠
」「
島
津
忠
直
」「
島

　

津
泰
忠
」（
前
掲
註

（3）
、『
戦
国
人
名
辞
典
』
）、
鈴
木
将
典
執
筆
担
当
「
島
津
貞
忠
」「
島

　

津
孫
五
郎
」「
島
津
泰
忠
」（
柴
辻
俊
六
・
平
山
優
・
黒
田
基
樹
・
丸
島
和
洋
編
『
武
田
氏

　

家
臣
団
人
名
辞
典
』
東
京
堂
出
版
、
二
〇
一
五
年
）。

（10）
「
島
津
家
文
書
」
（
『
信
濃
史
料
』
巻
三
、五
六
六
頁
）
な
ど
。

（11）
「
島
津
家
文
書
」
（『
長
野
市
誌
』
第
十
二
巻 

資
料
編 

原
始
・
古
代
・
中
世
（
二
〇
〇
三

　

年
、以
下『
長
野
市
史
』
と
略
記
し
文
書
番
号
を
記
す
）一
五
五
）。神
奈
川
県
立
金
沢
文

　

庫
蔵
「
金
沢
文
庫
文
書
」
（
『
長
野
市
誌
』
一
五
三
・
一
五
六
・
一
六
一
・
一
六
二
）。

（12）
本
間
美
術
館
蔵
「
市
河
文
書
」
（
『
長
野
市
誌
』
一
七
七
）。

（13）
本
間
美
術
館
蔵
「
市
河
文
書
」
（
『
長
野
市
誌
』
一
八
五
）。

（14）
「
海
蔵
院
文
書
」
（
『
長
野
市
誌
』
一
八
四
）。

（15）
長
野
県
立
博
物
館
蔵
「
大
塔
物
語
」（『
長
野
市
誌
』
一
八
六
）。
本
間
美
術
館
蔵
「
市
河

　

文
書
」
（『
長
野
市
誌
』
一
八
七
）。

（16）
「
笠
系
大
成
附
録
」
（
『
信
濃
史
料
』
巻
八
、一
三
七
頁
）。

（17）
「
諏
訪
御
符
礼
之
古
書
」
（
『
長
野
市
誌
』
二
二
七
・
二
六
一
）。

米
沢
藩
上
杉
家
家
中
「
島
津
家
文
書
」
に
つ
い
て
―
当
館
収
蔵
の
埼
玉
県
外
関
係
文
書
の
紹
介
―
（
中
村
）



文
書
館
紀
要
第
三
十
号
（
二
〇
一
七
・
三
）

一
八

（18）
「
諏
訪
御
符
礼
之
古
書
」
（『
長
野
市
誌
』
二
五
三
）
等
。
井
原
今
朝
雄
執
筆
担
当
「
国

　

人
領
の
村
々
」
（
前
掲
註

（8）
、『
長
野
市
誌
歴
史
編
』
）。

（19）
「
東
寺
光
明
講
過
去
帳
」
等
（『
上
越
市
史
』
五
七
五
・
五
七
六
・
五
七
七
）。
「
斎
藤
秀

　

平
所
蔵
文
書
」（『
長
野
市
誌
』
二
七
四
）。
「
越
後
文
書
宝
翰
集 

中
条
氏
文
書
」
（『
新

　

潟
県
史
』
資
料
編
５ 

中
世
三 

文
書
編
Ⅲ（
一
九
八
四
年
、
以
下『
新
潟
県
史
』
と
略
記

　

し
文
書
番
号
を
記
す
）
一
三
二
四
）。

（20）
「
上
杉
家
文
書
」
（
『
新
潟
県
史
』
一
五
一
）。
前
掲
註

（8）
、
『
長
野
市
誌
』。

（21）
「
高
梨
系
図
」（『
越
佐
史
料
』
巻
三
︱
五
四
七
頁
）。
池
享
・
矢
田
俊
文
編
『
増
補
改
訂

　

版 

上
杉
氏
年
表 

為
景
・
謙
信
・
景
勝
』
（
高
志
書
院
、
二
〇
〇
七
年
、
長
谷
川
伸
執
筆

　

担
当
）。

（22）
「
伊
達
文
書
」（『
新
潟
県
史
』
三
二
一
二
）。

（23）
前
掲
註

（8）
、
『
中
野
市
誌
歴
史
編
（
前
編
）』。
前
掲
註

（21）
、
長
谷
川
伸
執
筆
担
当
。
前

　

嶋
敏
「
越
後
永
正
の
内
乱
と
信
濃
」
（『
信
濃
』
（
第
三
次
）
六
〇
︱
一
〇
、二
〇
〇
八

　

年
）。前
嶋
氏
は
関
連
史
料
の
年
次
比
定
を
改
め
る
中
で
、
貞
忠
は
永
正
六
年
に
関
東
管

　

領
上
杉
顕
定
が
越
後
乱
入
し
た
際
に
は
関
東
方
、
永
正
七
年
に
為
景
が
関
東
勢
を
追
討

　

し
た
際
に
は
為
景
方
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。

（24）
「
上
杉
家
文
書
」（
『
新
潟
県
史
』
一
六
三
）
高
梨
氏
は
長
尾
能
景
・
為
景
父
子
と
結
び

　

勢
力
を
伸
ば
し
、
永
正
十
二
年
に
は
連
歌
会
を
自
邸
で
行
う
ほ
ど
の
勢
力
を
持
っ
て
い

　

た
（『
那
智
籠
上
』（『
長
野
市
誌
』
二
七
八
）
）。
こ
の
よ
う
な
高
梨
氏
の
政
治
的
地
位

　

の
上
昇
が
、
島
津
氏
と
為
景
の
関
係
に
も
影
響
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（25）
正
文
の
写
真
は
『
豊
野
町
誌
』
一
三
〇
頁
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

（26）
「
覚
上
公
御
書
集
六
」
（
『
上
越
市
史
』
二
四
二
三
）。

（27）
「
石
垣
文
書
」
（
『
新
潟
県
史
』
三
八
三
三
）。

（28）
「
石
垣
文
書
」
（
『
新
潟
県
史
』
三
八
三
四
）。

（29）
小
山
丈
夫
「
戦
国
時
代
の
太
田
荘
」
（
『
豊
野
町
誌
』
二
〇
〇
〇
年
）。

（30）
池
上
裕
子
「
上
杉
氏
の
侵
入
」
（
『
長
野
市
誌
』
二
〇
〇
〇
年
）。

（31）
「
河
北
郡
司
」
の
権
限
は
、
同
時
期
に
川
中
島
郡
司
に
任
命
さ
れ
た
村
上
景
国
の
管
轄

　

か
ら
独
立
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
丸
島
和
洋
「
戦
国
大
名
武
田
氏
の
領

　

域
支
配
と
「
郡
司
」
」
（『
戦
国
大
名
武
田
氏
の
権
力
構
造
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
一

　

年
、
初
出
二
〇
〇
七
年
）
）。

（32）
平
山
優
『
天
正
壬
午
の
乱 

増
補
改
訂
版
』
（
戎
光
祥
出
版
、
二
〇
一
五
年
）。

（33）
長
野
県
立
歴
史
館
所
蔵
「
直
江
兼
続
判
物
」（『
上
越
市
史
』
二
五
二
〇
）。「
葛
山
衆
御

　

朱
印
物
等
之
写
」（『
上
越
市
史
』
二
五
二
四
）。

（34）
「
葛
山
衆
御
朱
印
物
等
之
写
」（『
上
越
市
史
』
二
六
六
九
・
二
六
七
〇
）。

（35）
片
桐
昭
彦
「
上
杉
景
勝
の
感
状
と
そ
の
展
開
」（『
戦
国
期
発
給
文
書
の
研
究
―
印
判
・ 

　

感
状
・
制
札
と
権
力
―
』
高
志
書
院
、
二
〇
〇
五
年
）。

（36）
「
景
勝
公
諸
士
来
書
十
九
」
（
『
上
越
市
史
』
二
七
一
〇
）。

（37）
『
新
潟
県
史
』
で
は
、「
嶋
津
左
京
亮
」を
泰
忠
に
比
定
し
て
い
る
が
、
泰
忠
は
天
正
八

　

年（
一
五
八
〇
）
三
月
に
武
田
勝
頼
か
ら「
常
陸
介
」
の
受
領
名
を
も
ら
っ
て
お
り
、「
入

　

日
記
」
に
あ
る
「
景
勝
公
ゟ
左
京
亮
義
忠
江
被
成
下
」
の
表
現
や
、
【
史
料
５
】
中
の

　

「
御
ら
う
ふ
さ
ま
」
は
義
忠
の
父
忠
直
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、「
左
京
亮
」
は
義

　

忠
に
比
定
で
き
る
。
な
お
、
『
上
越
市
史
』
で
は
義
忠
に
比
定
し
て
い
る
。

（38）
「
景
勝
公
御
書
六
」
（
『
上
越
市
史
』
二
七
二
七
）。

（39）
前
掲
註

（35）
片
桐
論
文
。

（40）
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
（
小
学
館
、
一
九
七
五
年
）。

（41）
「
石
垣
文
書
」
（
『
新
潟
県
史
』
三
八
三
五
）。

（42）
前
掲
註

（32）
平
山
著
書
。

（43）
№
二
三
・
二
四
に
つ
い
て
は
、東
京
大
学
文
学
部
日
本
史
学
研
究
室
寄
託「
石
井
進
蒐
集

　

史
料
」
に
も
残
さ
れ
て
い
る
（
木
下
聡
「
日
本
史
学
研
究
室
寄
託
の
石
井
進
蒐
集
史
料

　

細
目
録
―
米
沢
藩
関
係
古
文
書
の
中
世
史
料
―
」『
東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要
』 

　

第
十
六
号
、
二
〇
一
二
年
）。

（44）
矢
田
俊
文
「
元
禄
四
年
の
上
杉
家
中
諸
家
文
書
差
上
と
「
米
沢
藩
御
書
集
」
」
（『
上
越

　

市
叢
書
６　

上
杉
家
御
書
集
成
Ⅰ
』
二
〇
〇
一
年
）。

（45）
元
禄
二
年
の
友
忠
の
代
で
苗
字
断
絶
・
改
易
。
元
禄
十
五
年
の
友
忠
嫡
子
房
忠
の
代
に

　

島
津
氏
に
復
帰
し
て
い
る
。

（46）
今
井
雅
晴
『
一
遍
と
中
世
の
時
宗
』
（
大
蔵
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
）。
皆
川
義
孝
「
時
宗

　

総
本
山
清
浄
光
寺
所
蔵
史
料
に
み
る
東
国
武
将
と
時
衆
」（『
駒
沢
女
子
大
学
研
究
紀
要
』 

　

第
二
一
号
、
二
〇
一
四
年
）。


